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は
じ
め
に

う
ぶ
め

中
国
の
古
典
籍
に
「
姑
獲
鳥
」
と
い
う
鳥
が
誌
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鳥
が
書
物
を
通
し
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
「
産
女
」
と
同
一
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る1
。
ま
た
「
産
女
」
は
、「
子
育
て
幽
霊
」
と
の
関
係
も
先
行
研
究
に
お

い
て
夙
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
中
国
側
の
資
料
に
つ
い
て
の
検
討
や
、「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」

の
関
係
が
最
終
的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
不
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
小
論
で
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
「
姑
獲
鳥
」
及
び
「
子
育
て
幽
霊
」
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
か
を
確
認
し
、
そ

れ
ら
が
日
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一

姑
獲
鳥

ま
ず
最
初
に
「
姑
獲
鳥
」
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。「
姑
獲
鳥
」
は
、
東
晋
の
郭
璞
の
手
に
な
る
と
さ
れ
る
『
玄
中
記
』
に
誌
さ
れ
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て
い
る
。
た
だ
『
玄
中
記
』
は
佚
書
で
あ
り
、
諸
書
に
佚
文
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
同
書
は
、
魯
迅
の
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
収
め
ら
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
『
古
小
説
鈎
沈
』
に
は
中
島
長
文
氏
ら
に
よ
る
「
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
本2
」
が
存
在
す
る
。

「
姑
獲
鳥
」
に
つ
い
て
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
、『
太
平
御
覧
』
巻
八
八
三
「
神
鬼
部
・
鬼
上
」
や
同
書
巻
九
二
七
「
羽
族

部
一
四
・
鬼
車
」
に
『
玄
中
記
』
の
佚
文
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
中
島
氏
「
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
本
」
に
拠
り
、
行
論

の
都
合
上
、
三
段
に
分
け
て
原
文
を
掲
示
す
る
。

Ａ
：
姑
獲
鳥
夜
飛
晝
藏
、
蓋
鬼
神
類
。
衣
毛
為
鳥
、
脱
毛
為
女
人
。
一
名
天
地
少
女
、
一
名
夜
行
游
女
、
一
名
鉤
星
、
一
名
隱
飛
。

鳥
無
子
、
喜
取
人
子
養
之
、
以
為
子
。
今
時
小
兒
之
衣
不
欲
夜
露
者
、
為
此
物
愛
以
血
點
其
衣
為
誌
、
即
取
小
兒
也
。
故
世
人

名
為
鬼
鳥
、
荊
州
為
多
。（
姑
獲
鳥
は
夜
飛
び
て
昼
蔵
る
、
蓋
し
鬼
神
の
類
な
り
。
毛
を
衣
れ
ば
鳥
と
為
り
、
毛
を
脱
げ
ば
女

人
と
為
る
。
一
名
は
天
地
少
女
、
一
名
は
夜
行
遊
女
、
一
名
は
鉤
星
、
一
名
は
隠
飛
な
り
。
鳥
に
子
無
け
れ
ば
、
人
の
子
を
取

り
て
之
を
養
ひ
、
以
て
子
と
為
す
を
喜
む
。
今
時
小
児
の
衣
の
夜
露
を
欲
せ
ざ
る
は
、
此
の
物
血
を
以
て
其
の
衣
に
点
じ
て
誌

と
為
し
、
即
ち
小
児
を
取
る
を
愛
す
る
が
為
な
り
。
故
に
世
人
名
づ
け
て
鬼
鳥
と
為
す
、
荊
州
に
多
し
と
為
す
。）

Ｂ
：
昔
、
豫
章
男
子
、
見
田
中
有
六
七
女
人
、
不
知
是
鳥
、
匍
匐
往
、
先
得
其
所
解
毛
衣
、
取
藏
之
、
即
往
就
諸
鳥
。
諸
鳥
各
就

毛
衣
、
衣
之
飛
去
。
一
鳥
獨
不
得
去
、
男
子
取
以
為
婦
。
生
三
女
。
其
母
後
使
女
問
父
、
知
衣
在
積
稻
下
得
之
、
衣
而
飛
去
。

後
以
衣
迎
三
女
、
三
女
兒
得
衣
亦
飛
去
。（
昔
、
豫
章
の
男
子
、
田
中
に
六
七
の
女
人
有
る
を
見
、
是
れ
鳥
な
る
を
知
ら
ず
、

匍
匐
し
て
往
き
、
先
に
其
の
解
く
所
の
毛
衣
を
得
、
取
り
て
之
を
蔵
し
、
即
ち
往
き
て
諸
鳥
に
就
く
。
諸
鳥
各
お
の
毛
衣
に
就

き
、
之
を
衣
て
飛
び
去
る
。
一
鳥
の
み
独
り
去
る
を
得
ざ
れ
ば
、
男
子
取
り
て
以
て
婦
と
為
す
。
三
女
を
生
む
。
其
の
母
後
に

女
を
し
て
父
に
問
は
し
め
、
衣
の
積
稻
の
下
に
在
る
を
知
り
て
之
を
得
、
衣
て
飛
び
去
る
。
後
に
衣
を
以
て
三
女
を
迎
ふ
、
三

女
児

衣
を
得
て
亦
た
飛
び
去
る
。）

Ｃ
：
今
謂
之
鬼
車
。（
今
之
を
鬼
車
と
謂
ふ
。）
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Ａ
段
落
で
は
、「
姑
獲
鳥
」
が
毛
を
着
脱
し
て
人
や
鳥
に
な
り
、
夜
な
夜
な
人
間
の
子
供
を
さ
ら
う
怪
鳥
で
あ
る
こ
と
、
荊
州
に
多

い
こ
と
、
別
名
が
「
鬼
鳥
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
段
落
は
、「
毛
衣
」
と
い
う
点
で
共
通
性
を
持
つ
と
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
別
の
説
話
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
Ｂ
段

落
と
ほ
ぼ
同
じ
説
話
は
、『
太
平
広
記
』
巻
四
六
三
「
禽
鳥
四
」
に
も
「
新

男
子3
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
新

男
子
」
の

末
尾
に
は
「
出
捜
神
記
。」
と
誌
さ
れ
て
お
り
、
Ｂ
段
落
の
説
話
が
本
来
『
捜
神
記
』
に
収
録
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。Ｃ

段
落
「
今
謂
之
鬼
車
。」
の
一
文
に
つ
い
て
、
先
行
研
究4
で
は
「
今
」
を
郭
璞
の
執
筆
当
時
と
解
釈
し
『
玄
中
記
』
の
本
文
と
見

な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
ず
「
今
謂
之
鬼
車
。」
の
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
太

平
御
覧
』
巻
九
二
七
「
羽
族
部
一
四
・
鬼
車
」
の
項
に
引
用
さ
れ
た
『
玄
中
記
』
の
み
で
あ
り
、
他
の
諸
本
に
は
見
ら
れ
な
い5
。
さ
ら

に
影
印
本
を
確
認
す
る
と
、
こ
の
一
文
は
本
文
の
後
に
、
双
行
注
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、「
今
謂
之
鬼

車
。」
の
「
今
」
と
は
、『
太
平
御
覽
』
編
者
の
編
集
当
時
で
あ
っ
て
、
郭
璞
に
よ
る
『
玄
中
記
』
執
筆
当
時
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
段
落
の
分
析
か
ら
、
本
来
の
『
玄
中
記
』
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
Ａ
段
落
の
み
で
あ
る
と
推
測
で
き
た
。
そ
う
で
あ
れ

ば
少
な
く
と
も
『
玄
中
記
』
で
は
、「
姑
獲
鳥
」
を
「
鬼
鳥
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、「
鬼
車
」
と
呼
ん
で
は
い
な
か
っ
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。

そ
れ
で
は
「
鬼
車
」
と
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
呼
び
名
な
の
だ
ろ
う
か
。
実
は
『
太
平
御
覽
』「
羽
族
部
一
四
・
鬼
車
」
の
項
で
は
、

右
に
引
用
し
た
『
玄
中
記
』
の
前
に
、『
荊
楚
歳
時
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
以
下
に
挙
げ
よ
う6
。

荊
楚
歳
時
記
曰
、「
正
月
七
日
、
多
鬼
車
鳥
度
家
。
家
槌
門
打
戸
、
捩
狗
耳
、
滅
燭
燈
禳
之
」。（『
荊
楚
歳
時
記
』
に
曰
く
、「
正

月
七
日
、
鬼
車
の
家
を
度
る
こ
と
多
し
。
家
い
え
に
門
を
槌
ち
戸
を
打
ち
、
狗
の
耳
を
捩
り
、
燭
を
滅
し
て
之
を
禳
ふ
」
と
。）

正
月
七
日
す
な
わ
ち
人
日
に
「
鬼
車
」
が
や
っ
て
来
る
た
め
、
門
や
戸
を
打
つ
等
の
禳
い
を
行
う
こ
と
を
記
し
て
い
る
。『
太
平
御
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覽
』
で
は
、
上
記
『
荊
楚
歳
時
記
』
の
条
の
後
に
『
玄
中
記
』
の
「
姑
獲
鳥
」
を
引
用
す
る
こ
と
で
、「
鬼
車
」
と
「
姑
獲
鳥
」
と
を

同
一
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
が
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、『
太
平
御
覽
』
編
集
当
時
の
宋
代
と
考
え
て
良
い
の

だ
ろ
う
か
。
次
に
唐
代
の
段
成
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
酉
陽
雑
俎7
』
を
挙
げ
よ
う
。

夜
行
遊
女
、
一
曰
天
帝
女
、
一
名
釣
星
。
夜
飛
晝
隱
、
如
鬼
神
。
衣
毛
爲
飛
鳥
、
脱
毛
爲
婦
人
。
無
子
、
喜
取
人
子
。
胸
前
有
乳
。

凡
人
飴
小
兒
、
不
可
露
處
、
小
兒
衣
亦
不
可
露
曬
。
毛
落
衣
中
、
當
爲
鳥
祟
。
或
以
血

其
衣
爲
誌
。
或
言
産
死
者
所
化
。（
夜

行
遊
女
、
一
に
曰
く
天
帝
女
と
、
一
名
は
釣
星
。
夜
飛
び
昼
隠
る
、
鬼
神
の
如
し
。
毛
を
衣
て
飛
鳥
と
為
り
、
毛
を
脱
し
て
婦
人

く
ら

と
為
る
。
子
無
け
れ
ば
、
人
の
子
を
取
る
を
喜
ぶ
。
胸
の
前
に
乳
有
り
。
凡
そ
人

小
兒
に
飴
は
す
に
、
露
処
に
す
べ
か
ら
ず
、

小
児
の
衣
も
亦
た
露
晒
す
べ
か
ら
ず
。
毛

衣
の
中
に
落
つ
れ
ば
、
当
に
鳥
の
祟
を
為
す
べ
し
。
或
ひ
は
血
を
以
て
其
の
衣
に
点

じ
て
誌
と
為
す
。
或
ひ
は
産
死
す
る
者
の
化
す
る
所
な
り
と
言
ふ
。）

「
姑
獲
鳥
」
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、「
夜
行
遊
女
」
や
「
釣
星
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
玄
中
記
』
所
載
の
「
姑

獲
鳥
」
と
同
一
の
物
と
考
え
ら
れ
る
。「
人
の
子
を
取
る
」
や
「
血
を
以
て
其
の
衣
に
点
」
ず
る
と
す
る
記
述
も
、
先
に
挙
げ
た
『
玄

中
記
』
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、『
酉
陽
雑
俎
』
で
は
「
産
死
す
る
者
の
化
す
る
所
」
と
、『
玄
中
記
』
に
は
な
か
っ
た
解
釈
が
付
加

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
が
後
々
に
、
日
本
で
「
産
女
」
と
混
同
さ
れ
て
い
く
遠
因
に
な
っ
て
い
く
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
唐
代
に
お
い
て
は
「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
と
は
、
同
一
視
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
れ
で
は
次
に
宋
代
に
降
り
、
唐
慎
微
に
よ
る
『
政
和
證
類
本
草8
』（
以
下
『
政
和
本
草
』
と
略
称
す
る
。）
巻
一
九
か
ら
「
姑
獲
」

の
項
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

姑
獲
、
能
收
人

。
今
人
一
云
乳
母
鳥
。
言
産
婦
死
、
變
化
作
之
。
能
取
人
之
子
、
以
爲
己
子
、
胷
前
有
兩
乳
。（
…
…
以
下
、

前
引
の
『
玄
中
記
』
及
び
『
荊
楚
歳
時
記
』
を
引
く
た
め
中
略
す
る
。
…
…
）
左
傳
云
、「
鳥
鳴
于
毫
」。
杜
注
云
、「
譆
譆
是
也
」。
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周
禮
庭
氏
、「
以
救
日
之
弓
・
救
月
之
矢
射
之
」、
即
此
鳥
也
。（
姑
獲
は
、
能
く
人
の
魂
魄
を
収
む
。
今
人
一
に
乳
母
鳥
と
云
ふ
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
産
婦
死
し
て
、
変
化
し
て
之
と
作
れ
ば
な
り
。
能
く
人
の
子
を
取
り
て
、
以
て
己
が
子
と
為
す
、
胸
前
に
両
乳
有

り
。
…
…
中
略
…
…
『
左
伝
』
に
云
ふ
、「
鳥

亳
に
鳴
く
」
と
。
杜
注
に
云
ふ
、「
譆
譆
は
是
な
り
」
と
。『
周
礼
』
庭
氏
に
、「
救

日
の
弓
・
救
月
の
矢
を
以
て
之
を
射
る
」
と
、
即
ち
此
の
鳥
な
り
。）

『
政
和
本
草
』
で
は
、「
能
く
人
の
魂
魄
を
収
む
」
と
新
た
な
能
力
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
な
ぜ
「
姑
獲
鳥
」
が
「
人
の

子
を
取
る
」
の
か
に
つ
い
て
、
妊
娠
し
た
女
性
が
亡
く
な
っ
て
変
化
し
た
も
の
だ
か
ら
と
す
る
、
新
た
な
解
釈
も
付
け
加
え
ら
れ
て
い

る
。そ

れ
で
は
『
太
平
御
覽
』
の
い
う
如
く
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
は
『
政
和
本
草
』
で
も
同
一
の
物
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
か
。
続
い
て
、『
政
和
本
草
』
の
「
鬼
車
」
の
項
を
引
用
す
る
。

鬼
車
、
晦
暝
則
飛
鳴
、
能
入
人
室
、
收
人

氣
。
一
名
鬼
鳥
。
此
鳥
昔
有
十
首
、
一
首
爲
犬
所
噬
。
今
猶
餘
九
首
、
其
一
常
下
血
、

滴
人
家
則
凶
。
夜
聞
其
飛
鳴
、
則
捩
狗
耳
、
猶
言
其
畏
狗
也
。
亦
名
九
頭
鳥
。
荊
楚
歳
時
記
云
、「
姑
獲
夜
鳴
聞
、
則
捩
耳
」、
乃

非
姑
獲
也
。
鬼
車
鳥
耳
。
二
鳥
相
似
。
故
有
此
同
。
白
澤
圖
云
、「
蒼
鶊
昔
孔
子
與
子
夏
所
見
、
故
歌
之
其
圖
九
首
」。（
鬼
車
は
、

晦
暝
な
れ
ば
則
ち
飛
び
鳴
き
、
能
く
人
の
室
に
入
り
、
人
の
魂
気
を
収
む
。
一
に
鬼
鳥
と
名
づ
く
。
此
の
鳥
は
昔
十
首
有
り
、
一

首
は
犬
の
噬
む
所
と
為
る
。
今
猶
ほ
余
り
は
九
首
、
其
一
は
常
に
血
を
下
し
、
人
家
に
滴
れ
ば
則
ち
凶
な
り
。
夜
に
其
の
飛
び
鳴

く
を
聞
け
ば
、
則
ち
狗
の
耳
を
捩
る
は
、
猶
ほ
其
の
狗
を
畏
る
と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
亦
た
九
頭
鳥
と
名
づ
く
。『
荊
楚
歳
時

記
』
に
云
ふ
、「
姑
獲
の
夜
に
鳴
く
こ
と
聞
ゆ
れ
ば
、
則
ち
耳
を
捩
る
」
と
、
乃
ち
姑
獲
に
非
ざ
る
な
り
。
鬼
車
鳥
な
る
の
み
。

二
鳥
相
ひ
似
る
。
故
に
此
を
同
じ
く
す
る
こ
と
有
り
。『
白
沢
図
』
に
云
ふ
、「
蒼
鶊
は
昔
孔
子
と
子
夏
と
の
見
る
所
、
故
に
之
を

歌
ひ
て
其
れ
九
首
に
図
く
」
と
。）

「
鬼
車
」
は
、「
晦
冥
な
れ
ば
則
ち
鳴
き
、
能
く
人
の
室
に
入
り
、
人
の
魂
気
を
収
む
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
姑
獲
鳥
」
と
同
様
の
能
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力
あ
る
い
は
属
性
を
持
っ
た
鳥
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
一
に
鬼
鳥
と
名
づ
く
。」
と
も
さ
れ
て
お
り
、「
姑
獲
鳥
」
の
別
名
と
も
一
致

し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
と
は
同
一
の
鳥
と
考
え
て
も
大
過
な
さ
そ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
一
つ
問
題
が
あ
る
。「
鬼
車
」
が
狗
に
十
首
あ
る
う
ち
の
一
つ
を
食
わ
れ
た
た
め
、
狗
を
恐
れ
て
い
る
、
と
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。「
姑
獲
鳥
」
が
十
首
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
一
首
を
狗
に
喰
わ
れ
た
り
と
い
っ
た
記
述
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。『
政

和
本
草
』
で
は
『
荊
楚
歳
時
記
』
を
引
用
し
て
「
姑
獲
夜
鳴
聞
、
則
捩
耳
」
に
作
る
が
、
前
掲
し
た
通
り
『
太
平
御
覽
』
巻
九
二
七
「
羽

族
部
一
四
・
鬼
車
」
の
項
で
は
「
多
鬼
車
鳥
度
家
。
家
槌
門
打
戸
、
捩
狗
耳
、
滅
燭
燈
禳
之
。」
に
作
っ
て
お
り
、『
荊
楚
歳
時
記
』
の

本
文
に
異
同
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
政
和
本
草
』
で
は
続
け
て
「
乃
ち
姑
獲
に
非
ざ
る
な
り
。」
と
い
い
、『
荊
楚
歳

時
記
』
の
本
文
が
本
来
「
姑
獲
」
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
『
政
和
本
草
』
で
は
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
と
は
明
確
に
別
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
一
方
で
、『
太

平
御
覽
』
で
は
「
今
謂
之
鬼
車
。」
と
も
さ
れ
て
お
り
、
宋
代
か
ら
両
者
の
混
同
あ
る
い
は
同
一
視
が
始
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。と

こ
ろ
で
、
前
掲
し
た
『
政
和
本
草
』
の
「
姑
獲
」
の
項
で
は
、『
玄
中
記
』・『
荊
楚
歳
時
記
』
を
引
用
し
た
後
、『
春
秋
左
氏
伝
』

と
『
周
礼
』
も
引
用
し
て
い
た
。
で
は
、
こ
の
二
種
の
経
書
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
引
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
は
『
春
秋
左
氏
伝9
』
か
ら
確
認
す
る
。
襄
公
三
十
年
の
経
文
「
五
月
甲
午
、
宋
災
。
宋
伯
姫
卒
。」（
五
月
甲
午
、
宋
に
災
あ
り
。

宋
の
伯
姫
卒
す
。）
に
付
さ
れ
た
伝
文
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
な
お
、〔

〕
内
は
杜
預
注
を
示
す
。

或
呌
于
宋
大
廟
。
曰
譆
譆
出
出
。〔
譆
譆
熱
也
。
出
出
戒
伯
姫
。〕
鳥
鳴
于
亳
社
、
如
曰
譆
譆
。
甲
午
、
宋
大
災
。
宋
伯
姫
卒
。
待

あ

姆
也
。
君
子
謂
宋
共
姫
、
女
而
不
婦
、
女
待
人
、
婦
義
事
也
。（
宋
の
大
廟
に
叫
ぶ
も
の
或
り
。
譆
譆
出
出
と
曰
ふ
。
鳥

亳
社

に
鳴
き
、
譆
譆
と
曰
ふ
が
如
し
。
甲
午
、
宋
に
大
災
あ
り
。
宋
の
伯
姫
卒
す
。
姆
を
待
て
ば
な
り
。
君
子

宋
の
共
姫
を
謂
ふ
、

「
女
に
し
て
婦
な
ら
ず
、
女
は
人
を
待
ち
、
婦
は
事
を
義
に
す
る
な
り
」
と
。）
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伝
文
の
「
譆
譆
出
出
」
に
、
杜
預
は
「
譆
譆
熱
也
。
出
出
戒
伯
姫
。」（
譆
譆
は
熱
き
な
り
。
出
出
は
伯
姫
を
戒
む
な
り
。）
と
注
を

施
し
て
い
る
。『
政
和
本
草
』
で
は
「
譆
譆
是
也
」
と
し
て
い
た
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

宋
の
国
に
大
火
事
が
起
こ
る
に
先
立
っ
て
、
大
廟
で
は「
熱
い
熱
い
、
出
ろ
出
ろ
」と
い
う
声
が
聞
こ
え
、
亳
社
で
は
鳥
が「
譆
譆
」

す
な
わ
ち
「
熱
い
熱
い
」
と
鳴
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
鳥
が
「
譆
譆
」
と
鳴
い
た
こ
と
を
、「
災
」
の
起
こ
る
前
兆
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
災
異
思
想
で
は
、
天
と
人
と
の
間
で

陰
陽
の
気
が
媒
介
と
な
り
、
為
政
者
が
失
道
す
る
と
、
天
が
「
災
害
」
や
「
怪
異
」
を
起
こ
し
て
警
告
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た10
。『
漢

書
』
五
行
志
上
が
こ
の
災
異
を
ど
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
か
、
以
下
に
引
用
し
よ
う
。

三
十
年
「
五
月
甲
午
、
宋
災
」。
董
仲
舒
以
爲
、
伯
姫
如
宋
五
年
、
宋
恭
公
卒
、
伯
姫
幽
居
守
節
三
十
餘
年
、
又
憂
傷
國
家
之
患

禍
、
積
陰
生
陽
、
故
火
生
災
也
。
劉
向
以
爲
、
先
是
宋
公
聽
讒
而
殺
太
子
痤
、
應
火
不
炎
上
之
罰
也
。（
三
十
年
「
五
月
甲
午
、

お

も

宋
に
災
あ
り
」
と
。
董
仲
舒
以
為
へ
ら
く
、「
伯
姫

宋
に
如
き
て
五
年
、
宋
の
恭
公
卒
す
、
伯
姫
は
幽
居
し
て
節
を
守
る
こ
と

三
十
余
年
、
又
た
国
家
の
患
禍
を
憂
傷
し
、
陰
を
積
み
陽
を
生
ず
、
故
に
火

災
を
生
ず
る
な
り
」と
。
劉
向
以
為
へ
ら
く
、「
是

に
先
だ
ち
て
宋
公

讒
を
聴
き
て
太
子
痤
を
殺
す
、
火
の
炎
上
せ
ざ
る
の
罰
に
応
ず
」
と
。

宋
の
国
で
起
こ
っ
た
大
火
事
は
、
伯
姫
が
三
十
年
余
り
も
幽
居
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
宋
公
が
讒
言
を
信
じ
太
子
痤
を
殺
し
た
こ
と

に
起
因
す
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
、「
積
陰
生
陽
」
や
「
火
の
炎
上
せ
ざ
る
の
罰
に
応
ず
」
の
よ
う
に
、
陰
陽
五
行
説
に

よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
災
異
の
前
兆
と
し
て
、
鳥
は
亳
社
に
鳴
い
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
、『
周
礼11
』
秋
官
・
庭
氏
の
職
を
確
認
す
る
。

庭
氏
、
掌
射
國
中
之
夭
鳥
。
若
不
見
其
鳥
獸
、
則
以
救
日
之
弓
與
救
月
之
矢
、
射
之
。
若
神
也
、
則
以
大
陰
之
弓
與
枉
矢
、
射
之
。

（
庭
氏
、
国
中
の
夭
鳥
を
射
る
を
掌
る
。
若
し
其
の
鳥
獣
を
見
ざ
れ
ば
、
則
ち
救
日
の
弓
と
救
月
の
矢
と
を
以
て
、
之
を
射
る
。

若
し
神
な
れ
ば
、
則
ち
大
陰
の
弓
と
枉
矢
と
を
以
て
、
之
を
射
る
。）
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鄭
玄
は
、
経
文
「
不
見
鳥
獸
」
に
つ
い
て
「
不
見
鳥
獸
、
謂
夜
來
鳴
呼
爲
怪
者
。」（「
鳥
獣
を
見
ざ
れ
ば
」
と
は
、
夜
来
た
り
て
鳴

呼
し
怪
を
為
す
者
を
謂
ふ
。）
と
注
し
て
い
る
。
さ
ら
に
経
文
「
神
」
に
つ
い
て
は
「
神
、
謂
非
鳥
獸
之
聲
、
若
或
呌
于
宋
太
廟
譆
譆

出
出
者
。」（
神
と
は
、
鳥
獣
の
声
に
非
ざ
る
を
謂
ふ
、
宋
の
太
廟
に
譆
譆
出
出
を
叫
ぶ
者
或
る
が
若
き
な
り
。）
と
注
す
。

つ
ま
り
『
政
和
本
草
』
に
お
い
て
「
姑
獲
鳥
」
は
、
国
家
の
災
異
に
先
立
っ
て
現
れ
「
怪
を
為
す
」「
夭
鳥
」
で
あ
り
、
宋
の
亳
社

で
声
が
し
た
の
と
同
類
の
凶
兆
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
「
姑
獲
鳥
」
の
出
現
は
、
ま
ず
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
し

解
釈
す
べ
き
対
象
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
章
で
は
古
代
中
国
に
お
け
る
「
姑
獲
鳥
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
次
章
で
は
、
日
本
に
お
け
る
「
産
女
」
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

二

産
女

う
ぶ
め

そ
れ
で
は
、
中
国
の
「
姑
獲
鳥
」
と
同
一
視
さ
れ
る
「
産
女
」
に
つ
い
て
検
証
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
「
産
女
」
の
初
出
と
さ
れ
て
い

る
、『
今
昔
物
語
集
』「
頼
光
郎
等
平
季
武
、
値
産
女
語
第
四
十
三
」
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
長
文
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
梗
概
を
挙
げ
、

原
文
は
注
掲
す
る12
。

わ
た
り

今
は
昔
、
源
頼
光
が
美
濃
守
で
あ
っ
た
時
、
あ
る
夜
侍
た
ち
が
集
ま
っ
て
物
語
な
ど
し
て
い
る
と
、「
渡
と
い
う
所
に
産
女
が

出
て
、
夜
に
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
稚
児
を
抱
い
て
く
れ
と
言
う
そ
う
だ
」
と
い
う
話
が
出
た
。
平
季
武
が
「
俺
が
行
っ
て
渡
っ

て
こ
よ
う
」
と
言
い
、
川
を
渡
っ
た
証
拠
に
向
こ
う
岸
に
矢
を
刺
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。
季
武
が
川
に
着
き
向
こ
う
岸
に
矢

を
刺
し
て
戻
っ
て
く
る
途
中
、
川
の
中
ほ
ど
で
「
こ
れ
を
抱
け
、
こ
れ
を
抱
け
」
と
女
の
声
が
し
て
、
続
い
て
稚
児
の
泣
き
声
が

し
た
。
そ
の
間
に
辺
り
は
生
臭
い
匂
い
が
漂
っ
て
き
た
。
季
武
は
、「
さ
あ
抱
い
て
や
ろ
う
」
と
言
い
、
右
袖
で
女
か
ら
稚
児
を

受
け
取
っ
た
。
次
に
女
が
「
そ
の
子
を
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
と
、
季
武
は
「
返
す
も
の
か
」
と
言
い
そ
の
ま
ま
館
に
帰
っ
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て
行
っ
た
。
季
武
が
館
に
着
い
て
、
み
な
に
「
川
に
行
っ
て
子
を
取
っ
て
き
た
ぞ
」
と
言
い
右
袖
を
開
い
て
み
る
と
、
木
の
葉
が

あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

こ
の
説
話
に
登
場
す
る
「
産
女
」
は
、
川
を
通
り
が
か
っ
た
人
に
現
れ
て
、
稚
児
を
抱
か
せ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
見
る
と
、「
姑
獲

鳥
」
と
共
通
す
る
要
素
な
ど
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
「
産
女
」
の
正
体
に
つ
い
て
、
最
後
に
「
此
ノ
産
女
ト
云
フ
ハ
、「
狐
ノ
、
人
謀
ラ
ム
ト
テ
為
ル
」
ト
云
フ
人
モ
有
リ
、
亦
、「
女

う
ま

ノ
、
子
産
ム
ト
テ
死
タ
ル
ガ
、
霊
ニ
成
タ
ル
」
ト
云
フ
人
モ
有
リ
」
と
の
言
葉
が
付
さ
れ
て
い
る
。「
子
を
産
も
う
と
し
て
死
ん
だ
者

が
霊
に
な
っ
た
」
と
す
る
見
解
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
に
見
え
て
い
た
「
産
死
す
る
者
の
化
す
る
所
」
と
す
る
解
釈
と
軌
を
一
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）
に
開
板
さ
れ
た
『
奇
異
雑
談
集
』
巻
四
か
ら
「
産
女
の
由
来
の
事
」
を
見
て
い
こ
う13
。

長
文
の
た
め
、
以
下
に
三
段
に
分
け
て
引
用
す
る
。

う
ぶ
め

あ
る
人
、
語
り
て
い
は
く
、「
京
の
西
の
岡
辺
の
事
な
る
に
、
二
夜
三
夜
産
女
の
声
を
聞
く
に
、
赤
子
の
泣
く
に
似
た
り
。「
そ

さ
と

た
た
ず

の
姿
を
見
ば
や
」
と
い
ふ
て
、
二
、
三
人
郊
の
外
に
出
で
て
、
夜
更
け
て
佇
立
み
き
け
ば
、
一
丁
ば
か
り
東
の
麦
畑
に
き
こ
え
た

り
。
火
を
明
か
し
て
見
ん
と
て
、
七
、
八
人
を
誘
ふ
て
、
弓
槍
、
お
も
ひ
お
も
い
ひ
の
兵
具
に
て
、
松
明
の
衆
四
、
五
人
、
手
分

を
し
て
行
け
ば
、
麦
の
少
な
き
所
に
、
物
影
み
え
た
り
。
近
く
四
、
五
間
に
し
て
見
れ
ば
、
人
の
か
た
ち
に
て
、
両
の
手
を
地
に

つ
き
て
、
跪
き
ゐ
た
り
。
人
を
見
て
驚
か
ざ
る
な
り
。
み
な
「
射
殺
さ
ん
」
と
い
ふ
を
、
古
老
の
人
の
い
は
く
、「
射
る
こ
と
無

け
し
ょ
う

あ
だ

用
也
。
化
生
の
物
な
る
ゆ
へ
、
死
す
べ
か
ら
ず
。
も
し
射
そ
こ
な
ひ
驚
か
さ
ば
、
怨
を
な
し
、
在
所
に
祟
り
を
な
す
事
あ
ら
ん
。

た
だ
み
な
帰
り
給
へ
」
と
い
ふ
て
、
帰
る
な
り
」
と
云
々
。
此
説
不
審
な
り
。

ま
ず
「
あ
る
人
」
が
「
産
女
」
を
目
撃
し
た
話
を
語
る
。
目
撃
さ
れ
た
「
産
女
」
は
、「
人
の
か
た
ち
に
て
、
両
の
手
を
地
に
つ
き

て
、
跪
き
ゐ
た
り
。」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
鳥
の
形
で
は
な
い
。
さ
ら
に
古
老
に
因
れ
ば
、「
化
生
の
物
」
で
「
も
し
射
そ
こ
な
ひ
驚
か
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さ
ば
、
怨
を
な
し
、
在
所
に
祟
り
を
な
す
事
あ
ら
ん
」
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
「
此
説
不
審
な
り
。」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
或
説
を
紹
介
す
る
。

或
ひ
は
世
俗
に
い
は
く
、「
懐
妊
不
産
し
て
、
死
せ
る
者
、
其
ま
ま
野
捨
て
に
す
れ
ば
、
胎
内
の
子
死
せ
ず
し
て
、
野
に
生
ま

る
れ
ば
、
母
の
魂
魄
、
形
に
化
し
て
、
子
を
抱
き
養
ふ
て
夜
歩
く
ぞ
、
其
の
赤
子
の
泣
く
を
、
産
女
泣
く
と
い
ふ
な
り
。
そ
の
か

た
ち
、
腰
よ
り
し
も
は
血
に
浸
つ
て
、
力
弱
き
也
。
人
も
し
こ
れ
に
会
へ
ば
、「
負
ひ
て
た
ま
は
れ
」
と
い
ふ
を
、
い
と
は
ず
し

て
負
へ
ば
、
人
を
福
祐
に
な
す
」
と
い
ひ
つ
た
へ
た
り
。
こ
れ
も
ま
た
そ
の
真
を
し
ら
ざ
る
な
り
。

懐
妊
し
出
産
し
な
い
ま
ま
亡
く
な
り
死
後
に
子
供
が
生
ま
れ
る
と
、「
母
の
魂
魄
、
形
に
化
し
て
、
子
を
抱
き
養
ふ
て
、
夜
歩
く
」、

そ
の
赤
子
の
泣
く
声
が「
産
女
」の
泣
き
声
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。「
子
育
て
幽
霊
」に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、『
奇
異
雑
談
集
』

の
こ
の
記
述
か
ら
は
「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
の
類
縁
性
が
看
取
で
き
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
或
説
で
は
「
人
も
し
こ
れ
に
会
へ
ば
、「
負
ひ
て
た
ま
は
れ
」
と
い
ふ
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
前
掲
し
た
「
頼
光
郎

等
平
季
武
、
値
産
女
語
」
に
見
ら
れ
た
「
産
女
」
の
性
質
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
或
説
に
つ
い
て
も
、『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
「
こ
れ
も
ま
た
そ
の
真
を
し
ら
ざ
る
な
り
。」
と
懐
疑
的
な
見
方
を
し
て

い
る
。
た
だ
『
奇
異
雑
談
集
』
が
「
此
説
不
審
な
り
。」
や
「
真
を
し
ら
ざ
る
な
り
。」
と
評
し
て
い
る
と
は
言
え
、「
あ
る
人
」
の
語

り
も
或
説
も
、
当
時
の
「
産
女
」
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
、
先
の
二
説
に
懐
疑
的
な
評
を
加
え
た
後
、
次
の
よ
う
に
「
産
女
」
と
「
姑
獲
鳥
」
が
同
一
の
も
の
で

あ
る
と
す
る
見
解
を
述
べ
る
。

唐
に
姑
獲
と
い
ふ
は
、
日
本
の
産
女
な
り
。
姑
獲
は
鳥
な
り
。
か
る
が
ゆ
へ
に
本
草
鳥
部
に
の
せ
た
り
。
そ
の
文
に
い
は
く
、

「
一
名
は
乳
母
鳥
、
い
ふ
心
は
、
産
婦
死
し
変
化
し
て
こ
れ
に
な
る
。
よ
く
人
の
子
を
取
つ
て
、
も
つ
て
己
が
子
と
す
。
胸
前
に

両
乳
あ
り
」
と
云
々
。
是
は
人
の
子
を
と
つ
て
我
が
子
と
し
て
、
乳
を
飲
ま
せ
て
養
ふ
事
、
人
の
乳
母
に
似
た
る
ゆ
へ
に
、
乳
母
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鳥
と
い
ふ
な
り
。
是
は
婦
人
子
無
う
し
て
、
子
を
欲
し
が
る
も
の
、
た
ま
た
ま
懐
妊
す
と
い
へ
ど
も
、
産
す
る
こ
と
を
得
ず
、
難

産
に
し
て
死
す
る
と
き
ん
ば
、
そ
の
執
心
魂
魄
変
化
し
て
、
鳥
と
な
り
て
夜
飛
び
回
り
て
、
人
の
小
子
を
と
る
な
り
。

又
い
は
く
、『
玄
中
記
』
に
い
は
く
、「
一
名
を
隠
飛
、
一
名
は
夜
行
遊
女
。
よ
く
人
の
小
子
を
と
つ
て
、
こ
れ
を
養
ふ
。
小
子

さ
ら

あ
る
の
家
に
は
、
す
な
は
ち
血
そ
の
衣
に
点
ず
る
を
も
つ
て
誌
と
す
。
い
ま
の
時
の
人
、
小
児
の
衣
を
夜
露
す
こ
と
を
せ
ざ
る
は
、

こ
の
為
な
り
」
と
云
々
。
是
は
姑
獲
鳥
、
夜
隠
飛
し
、
人
の
家
に
行
き
て
子
を
訪
ぬ
る
に
、
小
児
の
衣
、
夜
外
に
置
く
と
き
ん
ば
、

そ
の
衣
に
触
る
る
ゆ
へ
に
、
姑
獲
の
血
そ
の
衣
に
点
ず
る
な
り
。
こ
れ
を
み
て
姑
獲
の
き
た
る
誌
と
す
る
な
り
。
姑
獲
は
産
婦
死

し
て
変
化
な
る
ゆ
へ
に
、
そ
の
身
血
に
お
ぼ
る
る
が
、
日
本
に
も
小
児
の
衣
を
夜
外
に
ほ
す
こ
と
を
い
む
は
、
此
の
儀
な
り
。

「
唐
に
姑
獲
と
い
ふ
は
、
日
本
の
産
女
な
り
。」
と
明
言
し
た
う
え
で
、『
本
草
綱
目
』
や
『
玄
中
記
』
を
傍
証
と
し
て
引
用
し
て
い

る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
章
で
確
認
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。

な
お
木
場
貴
俊
氏
は
、「
姑
獲
鳥
」
を
「
産
女
」
に
同
定
し
た
の
が
、
林
羅
山
で
あ
る
と
指
摘
す
る14
。
氏
は
、
林
羅
山
の
『
多
識
編
』

に
「
姑
獲
鳥

今
案
う
ぶ
め
ど
り
、
又
云
ぬ
え
」
と
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、「「
夜
鳴
く
（
啼
く
）」「
出
産
で
死
ん
だ
女
性

の
変
化
」
を
媒
介
項
に
し
て
、
羅
山
は
鵺＝

姑
獲
鳥＝

産
女
と
い
う
図
式
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、『
多
識
編
』
や
『
奇

異
雑
談
集
』
以
降
、
産
女＝

姑
獲
鳥＝

鵺
と
い
う
構
図
は
一
般
化
し
て
い
っ
た
。」
と
述
べ
る
。

木
場
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
正
徳
一
二
年
（
一
七
一
二
年
）
成
立
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
姑
獲
鳥
」
に
和
名
「
う
ぶ
め

ど
り
」
と
中
国
語
音
に
よ
る
「
ク
ウ
フ
ウ
ニ
ヤ
ウ
」
の
読
み
仮
名
を
振
っ
て
い
る15
。
と
こ
ろ
で
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
は
、「
姑
獲
鳥
」

の
項
で
『
本
草
綱
目
』
を
引
用
し
た
後
、「
按
ず
る
に
」
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

按
、
姑
獲
鳥
〔
俗
云
産
婦
鳥
〕
相
傳
曰
、「
産
後
死
婦
所
化
也
」。
蓋
此
附
會
之
説
焉
。
中
華
荊
州
、
本
朝
西
國
海
濱
多
云有之

、
則

別
此
一
種
之
鳥
、
最
陰
毒
所
因
生
者
矣
。
九
州
人
謂
云
、「
小
雨
闇
夜
、
不
時
有
出
。
其
所
居
、
必
有
燐
火
。
遥
視
之
、
狀
如
鷗

而
大
、
鳴
聲
亦
似
鷗
」。
能
變
爲
婦
、
携
子
遇
人
、
則
請
負
子
於
人
。
怕
之
逃
、
則
有
憎
寒
壯
熱
甚
至
死
者
。
强
剛
者
、
諾
負
之
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則
無
害
。
將
近
人
家
、
乃
背
輕
而
無
物
。
未
聞
幾
内
近
國
狐
狸
之
外
、
如
此
者
。（
按
ず
る
に
、
姑
獲
鳥〔
俗
に
産
婦
鳥
と
云
ふ
〕

相
ひ
伝
へ
て
曰
く
、「
産
後
死
し
た
る
婦
の
化
す
る
所
な
り
」
と
。
蓋
し
此
れ
附
会
の
説
な
り
。
中
華
に
て
は
荊
州
、
本
朝
に
て

は
西
国
の
海
浜
に
多
く
之
有
り
と
云
へ
ば
、
則
ち
別
に
此
れ
一
種
の
鳥
に
し
て
、
最
も
陰
毒
の
因
り
て
生
ず
る
所
の
者
な
ら
ん
。

九
州
の
人
謂
ひ
て
云
ふ
、「
小
雨
ふ
り
闇
き
夜
、
不
時
に
出
づ
る
有
り
。
其
の
居
る
所
、
必
ず
燐
火
有
り
。
遥
か
に
之
を
視
る
に
、

状
ち
鷗
の
如
く
に
し
て
大
き
く
、
鳴
く
声
も
亦
た
鷗
に
似
る
」
と
。
能
く
変
じ
て
婦
と
為
り
、
子
を
携
へ
て
人
に
遇
は
ば
、
則
ち

子
を
人
に
負
は
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
之
を
怕
れ
て
逃
ぐ
れ
ば
、
則
ち
憎
寒
壯
熱
甚
し
く
死
に
至
る
者
有
り
。
強
剛
の
者
、
諾
し
て

之
を
負
へ
ば
則
ち
害
無
し
。
将
に
人
家
に
近
づ
く
に
、
乃
ち
背
軽
く
し
て
物
無
し
。
未
だ
幾
内
近
国
に
は
狐
狸
の
外
に
、
此
の
如

き
者
を
聞
か
ず
。）

「
産
後
死
し
た
る
婦
の
化
す
る
所
な
り
」
と
す
る
一
般
的
な
見
解
を
示
し
た
後
で
、「
蓋
し
此
れ
附
会
の
説
な
り
。」
と
批
判
す
る
。

そ
の
う
え
で
、「
中
華
に
て
は
荊
州
、
本
朝
に
て
は
西
国
の
海
浜
に
多
く
之
有
り
と
云
へ
ば
、
則
ち
別
に
此
れ
一
種
の
鳥
」
と
し
て
、

そ
の
正
体
は
鳥
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
、「
能
く
変
じ
て
婦
と
為
り
、
子
を
携
へ
て
人
に
遇
は
ば
、
則
ち
子
を
人
に
負
は
せ
ん
こ
と
を

請
ふ
。」
と
、
婦
人
に
変
じ
子
を
人
に
負
わ
せ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
本
に
お
け
る
「
産
女
」
と
は
、『
今
昔
物
語
集
』「
頼
光
郎
等
平
季
武
、
値
産
女
語
第
四
十
三
」
以
来
、

通
り
が
か
る
人
に
赤
子
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
そ
の
本
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
江
戸
初
期
以
後
、
中
国
の
「
姑
獲
鳥
」
と

同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
姑
獲
鳥
」
に
つ
い
て
、
増
子
氏
は
「
産
死
鬼
」
と
の
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
古
代
中
国
に
お
け

る
「
子
育
て
幽
霊
」
で
あ
る
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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三

鬼
母
育
児
型
故
事

ま
ず
は
「
姑
獲
鳥
」
と
「
産
死
鬼
」
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
、
増
子
氏
の
論
を
紹
介
し
よ
う
。
氏
は
、「
我
が
子
を
世
に
生
み
出
す

こ
と
が
で
き
ず
に
は
か
な
く
な
っ
た
母
親
の
無
念
の
思
い
が
凝
っ
て
産
死
鬼
と
な
り
、
こ
の
世
に
さ
ま
よ
い
出
る
と
言
う
と
ら
え
方
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
胎
内
に
い
る
子
ど
も
そ
の
も
の
に
魔
性
が
あ
り
、
そ
の
魔
性
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
妊
婦
が「
産
死
鬼
」（
産
鬼
）

に
な
る
の
だ
」
と
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
妊
婦
の
死
は
、
胎
内
に
も
う
一
人
の
人
間
を
抱
え
た
ま
ま
の
死
で
あ
り
、
一
般
の
場
合
の

死
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
種
の
畏
怖
の
情
を
以
て
人
々
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
」、
そ
れ
ゆ
え
「
こ

う
し
た
人
々
の
思
い
に
、
子
ど
も
を
取
る
と
畏
れ
ら
れ
た
凶
鳥
・
姑
獲
鳥
の
伝
承
と
が
重
な
り
合
い
、
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
に

述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
伝
承
が
加
わ
り
、
姑
獲
鳥
と
は
産
死
し
た
人
が
化
け
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
伝
承
へ
と
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。」
と
指
摘
す
る16
。

た
だ
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
小
論
の
目
的
は
「
姑
獲
鳥
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
前
章
で
挙
げ
た
『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
、「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
の
類
縁
性
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら

は
、
産
死
鬼
で
は
あ
っ
て
も
、
少
し
対
象
を
絞
っ
て
「
子
育
て
幽
霊
」
の
系
譜
に
つ
い
て
、
中
国
古
典
に
遡
っ
て
検
証
し
て
い
く
。

祁
連
休
氏
は
『
中
国
古
代
民
間
故
事
類
型
研
究
』
の
中
で
、「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
と
い
う
分
類
項
目
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
「
鬼

母
育
児
型
故
事
」
が
、
日
本
で
い
う
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
に
相
当
す
る
。（
以
下
、
中
国
の
説
話
は
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」、
日
本
の

説
話
は
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
と
呼
び
分
け
る
。）
氏
は
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
に
つ
い
て
、「
幽
霊
の
母
親
が
い
つ
も
店
で
餅
（
あ
る

い
は
糕
・

・
粥
）
を
購
入
し
て
、
死
後
生
ま
れ
た
子
供
を
養
育
す
る
。
日
久
し
く
し
て
人
に
発
見
さ
れ
、
棺
桶
を
開
き
嬰
児
を
出
し
、

夫
の
家
に
送
ら
れ
養
育
さ
れ
る
、
も
し
く
は
良
い
人
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
」
話
で
あ
る
と
す
る17
。
氏
は
こ
の
類
型
の
雛
形
と
し
て
、

『
鉄
囲
山
叢
談18
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
次
の
話
を
挙
げ
る
。
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李
鬱
林
は
、
政
和
の
初
め
芮
城
に
尉
と
し
て
赴
任
し
た
。
そ
の
時
、
公
用
で
訪
れ
た
河
鎮
の
監
鎮
の
夜
宴
で
、「
鎮
官
」
か
ら
「
鬼

神
の
事
」
を
聞
く19
。

乃
者
河
中
有
姚
氏
、
十
三
世
不
析
居
矣
。
遭
逢
累
代
旌
表
、
號
「
義
門
姚
家
」
也
。
一
旦
大
小
死
欲
盡
、
獨
兄
弟
在
。
方
居
憂
、

而
弟
婦
又
卒
。
弟
且
獨
與
小
兒
者
同
室
處
焉
。
度
百
許
日
、
其
家
人
忽
聞
弟
室
中
夜
若
與
婦
人
語
笑
者
。
兄
知
是
弗
信
也
。
因
自

往
聽
之
審
。
一
日
勵
其
弟
曰
、「
吾
家
雖
驟
衰
、
且
世
號
義
門
。
吾
弟
縱
喪
偶
、
寧
不
少
待
、
方
衰
絰
未
除
、
而
召
外
婦
人
入
舍

中
耶
。
懼
辱
吾
門
、
將
柰
何
」。
弟
因
泣
涕
而
言
、「
不
然
也
。
夜
所
與
言
者
、
乃
亡
婦
爾
」。
兄
瞠
諤
詢
其
故
、
則
曰
、「
婦
喪
期

月
、
即
夜
叩
門
曰
、『
我
念
吾
兒
之
無
乳
、
而
復
至
此
』。
因
開
門
納
之
、
果
亡
婦
。
随
遂
徑
登
榻
、
接
取
兒
乳
之
。
弟
甚
懼
。
自

是
數
來
、
相
與
語
言
、
大
抵
不
異
平
時
人
。
且
懼
且
怪
、
而
不
敢
駭
兄
也
」。
兄
念
、
家
道
死
喪
殆
盡
、
今
手
足
獨
有
二
人
、
此

是
又
欲
亡
吾
弟
爾
、
且
弟
既
不
忍
絶
、
然
吾
必
殺
之
。
因
夜
持
大
刀
伏
於
門
左
。
其
弟
弗
知
也
。
果
有
排
門
而
入
者
。
兄
盡
力
以

刀
刺
之
。
其
人
大
呼
而
去
。
拂
旦
視
之
、
則
流
血
塗
地
。
兄
弟
因
共
尋
血
汙
蹤
、
迄
至
於
墓
所
、
則
弟
婦
屍
横
墓
外
、
傷
而
死
矣
。

さ

き

會
其
婦
家
適
至
、
睹
此
而
訟
於
官
。
開
墓
則
啓
空
棺
而
已
。
官
莫
能
治
。
俄
兄
弟
咸
死
獄
中
、
姚
氏
遂
絶
。（
乃
者
に
河
中
に
姚

氏
有
り
、
十
三
世
析
居
せ
ず
。
累
代
の
旌
表
に
遭
逢
せ
ら
れ
、「
義
門
姚
家
」
と
号
す
る
な
り
。
一
旦
に
大
小
死
し
て
尽
く
さ
ん

と
欲
す
る
も
、
独
り
兄
弟
在
り
。
方
に
居
り
憂
ふ
も
、
弟
の
婦
も
又
た
卒
す
。
弟
と
且
つ
独
り
小
児
と
は
室
を
同
じ
く
し
て
処
る
。

百
許
日
を
度
り
、
其
の
家
人
忽
ち
弟
の
室
中
に
夜
に
婦
人
と
語
笑
す
る
が
若
き
者
を
聞
く
。
兄
は
是
れ
を
知
る
も
信
ぜ
ざ
る
な
り
。

因
り
て
自
ら
往
き
て
之
を
聴
き
審
ら
か
に
す
。
一
日
其
の
弟
を
励
ま
し
て
曰
く
、「
吾
が
家
は
驟
か
に
衰
ふ
と
雖
も
、
且
つ
世
よ

義
門
と
号
す
。
吾
が
弟
縦
ひ
偶
を
喪
ふ
も
、
寧
く
ん
ぞ
少
し
く
待
た
ず
し
て
、
方
に
衰
絰
未
だ
除
か
ざ
る
に
、
而
る
に
外
の
婦
人

を
召
し
て
舍
中
に
入
れ
ん
や
。
吾
が
門
を
辱
む
を
懼
る
る
は
、
将
た
奈
何
せ
ん
」
と
。
弟
因
り
て
泣
涕
し
て
言
ふ
、「
然
ら
ざ
る

な
り
。
夜
に
与
に
言
ふ
所
の
者
は
、
乃
ち
亡
婦
な
る
の
み
」
と
。
兄
瞠
諤
し
て
其
の
故
を
詢
へ
ば
、
則
ち
曰
く
、「
婦
喪
す
る
こ

と
期
月
、
即
ち
夜
に
門
を
叩
き
曰
く
、『
我

吾
が
児
の
乳
無
き
を
念
ひ
て
、
復
た
此
に
至
る
』
と
。
因
り
て
門
を
開
き
て
之
を
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納
れ
ば
、
果
し
て
亡
婦
な
り
。
随
ひ
て
遂
に
徑
ち
に
榻
に
登
り
、
児
を
接
取
し
之
に
乳
す
。
弟
甚
だ
懼
る
。
是
れ
自
り
数
し
ば
来

た
り
、
相
ひ
与
に
語
言
す
る
に
、
大
抵
平
時
の
人
に
異
な
ら
ず
。
且
つ
懼
れ
且
つ
怪
し
む
も
、
而
る
に
敢
へ
て
兄
を
駭
か
さ
ざ
る

な
り
」
と
。
兄
念
ふ
、
家
道
の
死
喪
殆
ど
尽
き
ん
と
し
、
今
手
足
は
独
り
二
人
有
る
の
み
、
此
れ
是
れ
又
た
吾
が
弟
を
亡
ぼ
さ
ん

と
欲
す
る
の
み
、
且
つ
弟
既
に
絶
つ
に
忍
び
ず
、
然
ら
ば
吾
必
ず
之
を
殺
さ
ん
と
。
因
り
て
夜
に
大
刀
を
持
し
門
の
左
に
伏
す
。

其
の
弟
は
知
ら
ざ
る
な
り
。
果
し
て
門
を
排
し
て
入
る
者
有
り
。
兄

力
を
尽
く
し
刀
を
以
て
之
を
刺
す
。
其
の
人
大
呼
し
て
去

い

た

る
。
拂
旦
に
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
流
血
し
て
地
に
塗
る
。
兄
弟
因
り
て
共
に
血
の
汚
踪
を
尋
ね
、
墓
所
に
迄
至
れ
ば
、
則
ち
弟
婦

の
屍

墓
外
に
横
た
は
り
、
傷
つ
き
て
死
す
。
其
の
婦
家
の
適
に
至
る
に
会
し
、
此
を
睹
て
官
に
訟
ふ
。
墓
を
開
け
ば
則
ち
空
棺

の
啓
く
の
み
。
官
能
く
治
す
る
莫
し
。
俄
か
に
兄
弟
咸
な
獄
中
に
死
し
、
姚
氏
遂
に
絶
ゆ
。）

小
児
を
産
ん
で
亡
く
な
っ
た
母
親
が
、
我
が
子
に
乳
を
与
え
る
た
め
夜
な
夜
な
墓
場
か
ら
通
っ
て
き
た
、
と
い
う
話
で
あ
る20
。

さ
て
夜
宴
で
こ
の
話
を
聞
い
た
李
鬱
林
は
、
初
め
は
疑
っ
た
が
、「
鎮
官
」
か
ら
「
獄
牘
」
を
見
せ
ら
れ
て
信
じ
「
嗚
呼
、
亦
た
異

な
る
か
な
。
夫
れ
鬼
神
の
事
は
、
詰
を
致
す
べ
か
ら
ざ
る
有
り
。」
と
嘆
じ
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
彼
は
、「
漢
五
行
志
に
言
ふ
、
元
始

元
年
、
朔
方
の
女
子
病
死
し
、
斂
棺
し
て
積
む
こ
と
六
日
、
而
し
て
棺
外
に
出
づ
と
。
類
す
る
に
此
く
の
如
き
か
。」
と
述
べ
、
類
似

す
る
出
来
事
を
史
書
か
ら
想
起
す
る21
。

そ
れ
で
は
、
李
鬱
林
が
想
起
し
た
出
来
事
を
、『
漢
書
』
五
行
志
下
之
上
か
ら
引
用
し
よ
う
。

平
帝
元
始
元
年
二
月
、
朔
方
廣
牧
女
子
趙
春
病
死
。
斂
棺
積
六
日
、
出
在
棺
外
。
自
言
、
見
夫
死
父
、
曰「
年
二
十
七
、
不
當
死
」。

太
守
譚
以
聞
。
京
房
易
傳
曰
、「「
幹
父
之
蠱
、
有
子
考
亡
咎
」。
子
三
年
不
改
父
道
、
思
慕
不
皇
、
亦
重
見
先
人
之
非
、
不
則
為

私
。
厥
妖
人
死
復
生
」。
一
曰
、
至
陰
為
陽
、
下
人
為
上
。（
平
帝
の
元
始
元
年
二
月
、
朔
方
広
牧
の
女
子
趙
春
病
死
す
。
斂
棺
し

て
積
む
こ
と
六
日
、
出
で
て
棺
外
に
在
り
。
自
ら
言
ふ
、
夫
の
死
父
に
見
へ
、
曰
く
「
年
二
十
七
、
当
に
死
す
べ
か
ら
ず
」
と
。

や
ぶ
れ

た
だ

ち
ち

太
守
譚
以
て
聞
す
。
京
房
易
伝
に
曰
く
、「「
父
の
蠱
を
幹
す
、
子
有
れ
ば
考
も
咎
亡
し
」
と
。
子
三
年
父
の
道
を
改
め
ず
、
思
慕

姑獲鳥と子育て幽霊（高戸）
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い
と
ま

あ
ら

の
っ
と

し
て
皇
あ
ら
ざ
る
も
、
亦
た
重
ね
て
先
人
の
非
を
見
は
す
、
則
ら
ざ
る
は
私
と
為
す
。
厥
の
妖
は
人
死
し
て
復
た
び
生
く
」
と
。

一
に
曰
く
、
至
陰

陽
と
為
り
、
下
人

上
と
為
る
と
。）

趙
春
と
い
う
女
性
が
病
死
す
る
も
、
六
日
し
て
蘇
っ
た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
漢
書
』
で
は
、『
周
易
』
の
「
蠱
」
卦
に

付
さ
れ
た
『
京
房
易
伝
』
の
解
説
を
引
用
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
亡
父
の
過
ち
を
子
が
正
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、「
人
死
し
て
復
た
び

生
く
」
と
い
う
「
妖
」
が
発
生
し
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

一
章
で
「
姑
獲
鳥
」
を
検
討
し
た
際
、『
政
和
本
草
』
で
は
『
左
伝
』
や
『
周
礼
』
を
引
い
て
お
り
、
そ
の
背
後
に
は
災
異
思
想
を

窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
姚
家
で
起
き
た
惨
劇
を
聞
い
た
李
鬱
林
も
、『
漢
書
』
五
行
志
を
想
起
し
て
お
り
、
や
は
り
災
異
思
想
の
文
脈

で
捉
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
古
代
中
国
で
は
「
妖
」（
夭
）
な
い
し
は
「
怪
異
」
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
ず
は
災
異
思
想
の
文
脈
で
そ
の
現
象
を
理
解

し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
現
象
が
持
つ
意
味
を
読
み
解
く
た
め
に
、
陰
陽
五
行
説
や
『
易
』
を
用
い
て
い

る
。
宋
で
起
き
た
災
異
に
つ
い
て
、『
漢
書
』
五
行
志
で
は
「
積
陰
生
陽
」
や
「
火
の
炎
上
せ
ざ
る
の
罰
に
応
ず
」
と
解
説
し
て
い
た
。

一
方
、「
朔
方
広
牧
の
女
子
趙
春
病
死
」
に
つ
い
て
は
、『
周
易
』
の
「
蠱
」
卦
に
付
さ
れ
た
『
京
房
易
伝
』
で
解
説
し
て
い
る
。
二
つ

の
現
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
解
説
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
発
生
の
過
程
が
異
な
る
全
く
別
の
現
象
あ
る
い
は
怪
異
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。
と
す
る
な
ら
、「
姑
獲
鳥
」
も
「
鬼
母
育
児
」
も
全
く
別
物
で
あ
り
、
関
連
性
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
姚
家
の
話
で
は
、
母
親
が
子
ど
も
を
出
産
し
た
後
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
と
は
や
や
異

な
っ
て
い
る
。
先
に
言
及
し
た
祁
連
休
氏
の
『
中
国
古
代
民
間
故
事
類
型
研
究
』
で
は
続
け
て
、
宋
の
郭
彖
『
睽
車
志
』
巻
三
「
李
大

夫
妾
」
を
挙
げ
て
、「
こ
の
類
型
の
物
語
が
正
式
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
話
で
は
初
め
て
、
鬼
母
が
我
が
子
に
食

べ
物
を
買
い
与
え
る
、
棺
桶
を
開
い
て
子
供
を
引
き
取
る
と
い
う
中
心
的
な
話
題
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
の
各
種
の
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テ
キ
ス
ト
で
は
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
重
要
な
話
題
が
保
持
さ
れ
て
い
る22
。」
と
す
る
。

そ
れ
で
は
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
の
「
正
式
形
成
」
で
あ
る
「
李
大
夫
妾23
」
を
引
用
し
よ
う
。

汴
河
岸
有
賣
粥
嫗
、
日
以
所
得
錢
、
置
缿
筩
中
。
暮
則
數
而
緡
之
。
間
得
楮
鏹
二
、
驚
疑
其
鬼
也
。
自
是
毎
日
如
之
。
乃
密
自
物

色
買
粥
者
。
有
一
婦
人
、
青
衫
素
裲
襠
、
日
以
二
錢
市
粥
、
風
雨
不
渝
。
乃
別
貯
其
錢
、
及
暮
視
之
、
宛
然
楮
鏹
也
。
密
隨
所
往
、

則
北
去
一
里
所
、
闃
無
人
境
。
婦
人
輒
四
顧
、
入
叢
薄
間
而
滅
。
如
是
者
一
年
、
忽
婦
人
來
謂
嫗
曰
、「
我
久
寄
寓
比
鄰
、
今
良

人
見
迎
、
將
別
嫗
去
矣
」。
嫗
問
其
故
。
曰
、「
吾
固
欲
言
、
有
以
屬
嫗
。
我
李
大
夫
妾
也
。
舟
行
赴
官
、
至
此
死
于
蓐
間
、
藁
葬

而
去
。
我
既
掩
壙
、
而
子
隨
生
。
我
死
無
乳
、
故
日
市
粥
以
活
之
、
今
已
期
歳
。
李
今
來
發
叢
、
若
聞
兒
啼
、
必
驚
怪
、
恐
遂
不

舉
此
子
。
乞
嫗
爲
道
其
故
、
俾
取
兒
善
視
之
」。
以
金
釵
爲
贈
而
別
。
俄
有
大
舟
抵
岸
。
問
之
、
則
李
大
夫
也
。
徑
往
發
叢
。
嫗

因
隨
之
。
舉
柩
而
兒
果
啼
。
李
大
夫
駭
懼
。
因
爲
言
且
取
釵
示
之
。
李
諦
視
、
信
亡
妾
之
物
、
乃
發
棺
取
兒
養
之
。（
汴
河
の
岸

こ
の
ご
ろ

に
粥
を
売
る
嫗
有
り
、
日
に
得
る
所
の
銭
を
以
て
、
缿
筩
の
中
に
置
く
。
暮
れ
ば
則
ち
数
へ
て
之
を
緡
す
。
間
楮
鏹
二
を
得
、
驚

き
其
の
鬼
な
る
を
疑
ふ
。
是
れ
自
り
毎
日
之
の
如
し
。
乃
ち
密
か
に
自
ら
粥
を
買
ふ
者
を
物
色
す
。
一
婦
人
有
り
、
青
き
衫
素
き

か
は

裲
襠
し
て
、
日
に
二
銭
を
以
て
粥
を
市
ひ
、
風
雨
に
も
渝
ら
ず
。
乃
ち
別
に
其
の
銭
を
貯
へ
、
暮
る
る
に
及
び
て
之
を
視
れ
ば
、

ば
か

宛
然
と
し
て
楮
鏹
な
り
。
密
か
に
往
く
所
に
隨
へ
ば
、
則
ち
北
の
か
た
去
る
こ
と
一
里
所
り
、
闃
と
し
て
人
境
無
し
。
婦
人
輒
ち

四
顧
し
、
叢
薄
の
間
に
入
り
て
滅
す
。
是
の
如
き
こ
と
一
年
、
忽
ち
婦
人
来
た
り
て
嫗
に
謂
ひ
て
曰
く
、「
我
久
し
く
比
隣
に
寄

寓
し
、
今
良
人
に
迎
へ
ら
れ
、
将
に
嫗
に
別
れ
て
去
ら
ん
と
す
」
と
。
嫗
其
の
故
を
問
ふ
。
曰
く
、「
吾
固
よ
り
言
は
ん
と
欲
し

て
、
以
て
嫗
に
属
す
る
こ
と
有
り
。
我
は
李
大
夫
の
妾
な
り
。
舟
行
し
て
官
に
赴
き
、
此
に
至
り
て
蓐
間
に
死
し
、
藁
葬
し
て
去

る
。
我
既
に
壙
に
掩
は
れ
て
、
子
隨
ひ
て
生
ま
る
。
我
死
し
て
乳
無
し
、
故
に
日
に
粥
を
市
ひ
以
て
之
を
活
か
し
、
今
已
に
期
歳

な
り
。
李

今
来
た
り
て
叢
を
発
し
て
、
若
し
児
の
啼
く
を
聞
か
ば
、
必
ず
驚
き
怪
し
み
、
恐
ら
く
は
遂
に
此
の
子
を
挙
げ
ず
。

乞
ふ
ら
く
は
嫗
為
に
其
の
故
を
道
ひ
、
児
を
取
り
善
く
之
を
視
し
め
よ
」
と
。
金
釵
を
以
て
贈
と
為
し
て
別
る
。
俄
か
に
大
舟
の
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岸
に
抵
る
こ
と
有
り
。
之
に
問
へ
ば
、
則
ち
李
大
夫
な
り
。
径
ち
に
往
き
て
叢
を
発
す
。
嫗
因
り
て
之
に
隨
ふ
。
柩
を
挙
ぐ
る
に

児
果
し
て
啼
く
。
李
大
夫
駭
き
懼
る
。
因
り
て
為
に
言
ひ
且
つ
釵
を
取
り
て
之
を
示
す
。
李
諦
視
し
、
亡
妾
の
物
な
る
を
信
じ
、

乃
ち
棺
を
発
し
て
児
を
取
り
て
之
を
養
ふ
。）

「
李
大
夫
の
妾
」
は
身
ご
も
っ
た
ま
ま
亡
く
な
り
仮
埋
葬
さ
れ
る
。
彼
女
は
、
死
後
墓
中
で
出
産
し
た
子
ど
も
を
養
う
た
め
に
、「
楮

鏹
」
す
な
わ
ち
冥
銭
を
使
っ
て
粥
を
買
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
粥
屋
の
嫗
の
助
力
を
得
て
、
無
事
子
ど
も
は
取
り
出
さ
れ
養
育
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

祁
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
李
大
夫
妾
」
に
は
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
を
構
成
す
る
要
素
が
一
通
り
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
が

祖
型
と
な
り
、
日
本
に
伝
わ
っ
て「
子
育
て
幽
霊
説
話
」が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
同
時
期
に
南
宋
の
洪
邁
に
よ
る『
夷

堅
志
』
に
も
、「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
で
あ
る
「
宣
城
死
婦24
」
や
「
鬼
太
保25
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、「
李
大
夫
妾
」
そ
の
も
の
が
日
本

の
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。

四

子
育
て
幽
霊

そ
れ
で
は
最
後
に
、
本
章
で
は
日
本
の
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
と
「
産
女
」
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
は
、
二
章
で
引
用
し
た
『
奇
異
雑
談
集
』
巻
四
「
産
女
の
由
来
の
事
」
の
直
後
に
、「
国
阿
上
人
発
心
由
来

の
事
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
引
用
す
る26
。

霊
山
正
法
寺
の
開
山
、
国
阿
上
人
は
晩
出
家
な
り
。
在
俗
の
時
は
、
公
方
奉
公
の
人
に
て
、
名
字
は
橋
崎
、
名
乗
り
は
国
明
、

す
な
は
ち
播
州
橋
崎
の
庄
の
領
主
な
り
。

相
国
鹿
苑
寺
殿
へ
、
召
さ
れ
て
上
り
し
時
、
旅
宿
す
な
は
ち
、
北
山
鹿
苑
寺
殿
ち
か
く
、
蓮
台
野
の
辺
り
に
有
り
。
伊
勢
の
国
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丹
生
の
庄
御
退
治
の
事
あ
り
。
橋
崎
承
り
て
出
陣
す
。
在
陣
の
間
に
、
留
守
の
内
婦
懐
妊
の
上
に
、
大
病
を
得
て
患
ふ
ゆ
へ
に
、

不
産
し
て
死
去
す
る
。
不
便
の
ゆ
へ
に
、
蓮
台
野
に
送
り
て
土
葬
に
す
る
な
り
。
す
な
は
ち
使
者
を
陣
中
に
遣
は
し
て
、
此
の
由

を
つ
ぐ
る
な
り
。

陣
中
不
便
な
る
ゆ
へ
に
、
作
善
を
営
む
こ
と
あ
た
は
ず
、
た
だ
三
銭
を
も
つ
て
、
非
人
に
施
す
。
毎
日
か
く
の
如
く
施
す
に
、

取
り
乱
す
事
あ
り
て
、
二
日
間
断
し
て
施
さ
ず
。
ま
た
相
続
き
て
毎
日
施
す
事
、
前
の
如
く
な
り
。
陣
事
功
な
り
名
と
げ
て
凱
陣

す
。公

方
へ
御
礼
申
し
終
り
て
後
、
蓮
台
野
に
行
き
て
、
か
の
塚
を
見
て
、
焼
香
念
仏
す
る
間
に
、
塚
の
下
に
赤
子
の
泣
く
声
聞
こ

ゆ
。
怪
し
み
て
し
ば
ら
く
聞
く
処
に
、
そ
の
一
、
二
丁
南
に
茶
屋
あ
り
。
そ
の
亭
主
来
た
り
て
、
橋
崎
殿
へ
御
凱
陣
め
で
た
き
の

由
御
礼
申
し
て
、
次
に
、「
此
間
不
思
議
の
事
候
ほ
ど
に
申
し
候
。
廿
四
、
五
日
以
前
よ
り
、
幽
霊
と
お
ぼ
し
き
女
人
、
茶
屋
に

き
た
り
て
、
三
銭
を
も
つ
て
餅
を
買
ひ
て
か
へ
り
候
。
毎
日
き
た
り
候
が
、
二
日
間
断
し
て
来
た
ら
ず
、
又
先
の
如
く
来
た
り
候
。

此
の
二
、
三
日
以
前
ま
で
来
た
り
候
が
、
帰
る
を
み
れ
ば
北
へ
行
き
候
が
、
半
町
ば
か
り
に
し
て
、
消
え
て
見
え
ず
候
」
と
い
へ

ば
、
橋
崎
殿
驚
き
て
い
は
く
、「
陣
中
に
て
非
人
に
施
す
と
こ
ろ
、
な
ら
び
に
日
数
の
次
第
、
幽
霊
の
来
た
る
所
に
相
ひ
同
じ
き

は
、
心
ざ
し
の
通
ふ
所
疑
ひ
な
し
。
し
か
れ
ば
塚
を
掘
り
て
み
る
べ
し
」
と
て
、
供
衆
鋤
を
か
り
て
掘
れ
ば
、
赤
子
有
り
。

と
り
出
だ
し
て
是
を
ば
茶
屋
の
亭
主
に
遣
は
し
て
、「
養
育
し
て
み
よ
」
と
て
、
太
刀
か
た
な
、
持
た
れ
た
る
武
具
を
み
な
茶

屋
に
遣
は
し
、「
明
日
私
宅
に
き
た
れ
、
具
足
冑
を
も
遣
は
す
べ
し
」
と
い
へ
り
。
か
の
屍
骸
は
、
す
で
に
爛
壊
し
た
り
。
元
の

如
く
土
を
か
け
て
置
く
な
り
。
た
だ
そ
の
子
を
思
ふ
処
の
、
執
心
魂
魄
、
幽
霊
に
化
し
て
、
子
を
養
ふ
て
、
今
日
ま
で
赤
子
の
命

有
り
し
も
の
な
り
。「
哀
れ
な
る
事
か
な
」
と
て
、
涙
を
な
が
し
て
帰
宅
す
。

す
な
は
ち
発
心
の
儀
、
公
方
へ
御
い
と
ま
申
し
え
て
、
関
東
藤
沢
に
下
り
、
出
家
し
て
国
阿
弥
陀
仏
と
号
し
、
大
道
心
修
行
五

十
年
の
間
に
、
仏
神
に
通
じ
て
、
奇
特
多
き
事
、
縁
起
に
つ
ま
び
ら
か
な
り
。
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留
守
居
を
し
て
い
た
「
内
婦
」
は
、
懐
妊
中
に
病
死
し
て
し
ま
い
、
蓮
台
野
に
土
葬
さ
れ
る
。
橋
崎
は
、
滞
陣
中
で
も
あ
り
追
善
供

養
も
ま
ま
な
ら
ず
、
毎
日
三
銭
を
非
人
に
施
す
こ
と
で
代
わ
り
と
し
て
い
た
。
や
は
り
墓
中
で
出
産
し
た
内
婦
は
、
こ
の
三
銭
を
以
て
、

子
ど
も
の
た
め
に
餅
を
買
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
帰
っ
て
き
た
橋
崎
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
取
り
出
さ
れ
、
茶
屋
の
亭
主
に
よ
っ
て
養

育
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

「
国
阿
上
人
発
心
由
来
の
事
」
は
、
中
国
の
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
を
構
成
し
て
い
た
諸
要
素
が
出
揃
っ
て
お
り
、
同
故
事
を
継
承

し
て
創
作
さ
れ
た
、
日
本
の
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
の
典
型
的
な
話
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
章
で
挙
げ
た
「
李
大
夫
妾
」
で
は
「
楮
鏹
」
で
あ
っ
た
が
、「
国
阿
上
人
発
心
由
来
の
事
」
で
は
橋
崎
が
非
人
に
与

え
た
三
銭
が
冥
銭
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
実
は
こ
の
三
銭
が
、
小
論
の
関
心
で
あ
る
「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
の
関
係
に
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
右
記
に
引
用
し
た
「
国
阿
上
人
発
心
由
来
の
事
」
の
後
に
次
の
よ
う
な
文
が
付
さ
れ
て
い
る27
。

右
内
婦
土
葬
以
下
の
事
、
姑
獲
と
同
じ
き
ゆ
へ
に
、
こ
こ
に
記
す
。
も
し
毎
日
三
銭
ほ
ど
こ
す
事
、
こ
れ
な
く
ば
、
姑
獲
と
な
る

べ
き
も
の
な
り
。

橋
崎
の
内
婦
の
話
が
、
姑
獲
と
同
じ
で
あ
る
た
め
、「
産
女
の
由
来
の
事
」
の
直
後
に
「
国
阿
上
人
発
心
由
来
の
事
」
を
書
い
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
も
し
橋
崎
が
非
人
に
毎
日
三
銭
ず
つ
施
さ
な
か
っ
た
ら
、
橋
崎
の
内
婦
も
産
女
と
な
っ
た
だ
ろ

う
、
と
さ
れ
て
い
る
。

二
章
で
「
産
女
の
由
来
の
事
」
を
引
用
し
た
際
に
も
指
摘
し
た
が
、「
産
女
」
は
「
母
の
魂
魄
、
形
に
化
し
て
、
子
を
抱
き
養
ふ
て
、

夜
歩
く
」
と
さ
れ
て
い
る
点
で
、「
子
育
て
幽
霊
」
と
類
縁
性
が
認
め
ら
れ
た
。「
国
阿
上
人
発
心
由
来
の
事
」
の
後
に
付
さ
れ
た
文
か

ら
は
、
よ
り
直
接
的
に
「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
が
本
質
的
に
同
一
の
物
で
あ
る
と
の
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
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両
者
の
違
い
は
、
冥
銭
の
有
無
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
と
の
関
連
性
を
考
慮
し
て
い
な

か
っ
た
中
国
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
古
代
中
国
で
は
ま
ず
災
異
思
想
の
文
脈
で
怪
異
を
解
釈
し
理
解
し
よ
う
と

し
た
の
に
対
し
、
一
方
の
日
本
で
は
「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
の
持
つ
類
縁
性
に
着
目
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

小
論
で
は
、「
姑
獲
鳥
」・「
産
女
」
と
、「
鬼
母
育
児
型
故
事
」・「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
改
め
て
ま
と
め

れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

晋
代
に
郭
璞
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
玄
中
記
』
に
は
、「
姑
獲
鳥
」
と
い
う
毛
を
着
脱
し
て
人
や
鳥
に
な
り
、
夜
な
夜
な

人
間
の
子
供
さ
ら
う
怪
鳥
が
記
さ
れ
て
い
た
。
唐
代
の
『
酉
陽
雑
俎
』
で
は
新
た
に
「
産
死
す
る
者
の
化
す
る
所
」
と
す
る
解
釈
が
付

加
さ
れ
る
。
宋
代
に
な
る
と
、「
姑
獲
鳥
」
と
「
鬼
車
」
と
が
混
同
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
政
和
本
草
』
で
も
「
姑
獲
は
、
能
く
人

の
魂
魄
を
収
む
。
今
人
一
に
乳
母
鳥
と
云
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
産
婦
死
し
て
、
変
化
し
て
之
と
作
れ
ば
な
り
。」
と
さ
れ
、「
姑
獲
鳥
」

は
い
よ
い
よ
妊
婦
が
亡
く
な
っ
た
者
と
い
う
解
釈
が
定
着
し
て
い
っ
た
。

た
だ
同
じ
産
死
鬼
で
は
あ
っ
て
も
、「
鬼
母
育
児
型
故
事
」
と
の
関
連
性
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
古
代
中
国
で

は
「
妖
」
や
「
怪
異
」
が
発
生
し
た
場
合
災
異
思
想
の
文
脈
で
理
解
し
て
お
り
、
災
異
思
想
の
解
釈
で
は
二
つ
の
現
象
は
発
生
の
過
程

が
異
な
る
全
く
別
の
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
の
「
産
女
」
は
、『
今
昔
物
語
集
』
以
来
、
通
り
が
か
る
人
に
赤
子
を
抱
か
せ
る
こ
と
が
本
質
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
近
世
に
な
る
と
「
姑
獲
鳥
」
と
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
産
死
し
た
母
の
魂
魄
が
赤
子
を
抱
い
て
夜
な
夜
な
徘
徊
し
、
人
に

会
え
ば
抱
い
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
む
と
い
う
形
象
が
一
般
化
し
て
い
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
形
象
は
「
子
育
て
幽
霊
説
話
」
と
類
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縁
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、『
奇
異
雑
談
集
』
で
は
両
者
が
本
質
的
に
同
一
の
物
で
、
冥
銭
の
有
無
に
よ
る
違
い
し
か
な
い
と
さ
れ
て

い
た
。
言
わ
ば
、「
産
女
」
と
「
子
育
て
幽
霊
」
は
、
同
一
の
物
の
表
裏
の
関
係
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

1

増
子
和
男
「
凶
鳥
伝
説
の
系
譜
」（『
日
中
怪
異
譚
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
。
初
出
は
、「
凶
鳥
伝
説
の
系
譜
―
姑
獲
鳥
伝
説
の
構
成
要
素
と
し

て
―
」、
中
国
詩
文
研
究
会
『
植
木
久
行
教
授
退
休
記
念

中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
三
集
、
二
〇
一
四
年
。）

2

中
島
長
文
校
・
伊
藤
令
子
補
正
「
魯
迅
『
古
小
説
鈎
沈
』
校
本
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
科
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
、
二
〇
一
七
年
）

3

豫
章
新

縣
男
子
見
田
中
有
六
七
女
、
皆
衣
毛
衣
。
不
知
是
鳥
、
匍
匐
往
、
得
其
一
女
所
解
毛
衣
、
取
藏
之
。
即
往
就
諸
鳥
、
諸
鳥
各
飛
去
、
一
鳥
獨
不

得
去
。
男
子
取
以
爲
婦
。
生
三
女
。
其
母
後
使
女
問
父
、
知
衣
在
積
稻
下
得
之
、
衣
而
飛
去
。
後
復
以
衣
迎
三
兒
、
亦
得
飛
去
。
出
搜
神
記
。（
張
國
風
會

校
『
太
平
廣
記
會
校
』
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）。

4

増
子
氏
注
（
1
）
所
掲
書
、
二
三
〇
頁
。

5

上
海
涵
芬
樓
影
印
宋
本
『
太
平
御
覧
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
〇
年
）
巻
九
二
七
「
羽
族
部
一
四
・
鬼
車
」
の
項
所
引
の
『
玄
中
記
』
を
以
下
に
示
し
て

お
く
。「
玄
中
記
曰
、
姑
獲
鳥
夜
飛
晝
藏
、
蓋
鬼
神
類
。
衣
毛
爲
鳥
、
脫
毛
爲
女
人
。
名
爲
天
帝
少
女
、
一
名
夜
行
游
女
、
一
名
釣
星
、
一
名
隱
飛
。
鳥
無

子
、
喜
取
人
子
、
養
之
以
爲
子
。
人
養
小
兒
、
不
可
露
其
衣
。
此
鳥
度
即
取
兒
也
。
荊
州
爲
多
。
昔
豫
章
男
子
、
見
田
中
有
六
七
女
人
。
不
知
是
鳥
。
扶
匐

往
、
先
得
其
所
解
毛
衣
、
取
藏
之
。
即
往
就
諸
鳥
。
各
走
就
毛
衣
、
衣
此
飛
去
。
一
鳥
獨
不
得
去
。
男
子
取
以
爲
婦
、
生
三
女
。
其
母
後
使
女
問
父
、
取
衣

在
積
稻
下
得
之
、
衣
之
而
飛
去
。
後
以
衣
迎
三
女
、
三
女
兒
得
衣
飛
去
。
今
謂
之
鬼
車
。」

6

注
（
5
）
所
掲
『
太
平
御
覧
』
に
拠
る
。

7

『
酉
陽
雑
俎
』
前
集
巻
一
六
「
廣
動
植
之
一
」（
許
逸
民
校
箋
『
酉
陽
雑
俎
校
箋
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
）
に
拠
る
。

8

四
部
叢
刊
本
『
重
修
政
和
證
類
本
草
』
に
拠
る
。

9

『
十
三
経
注
疏
』
に
拠
る
。

10
「
以
春
秋
灾
異
之
變
、
推
陰
陽
所
以
錯
行
。」（『
漢
書
』
儒
林
伝
。
百
衲
本
『
漢
書
』
台
湾
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
。
な
お
『
漢
書
』
か
ら
の
引
用
は

全
て
こ
れ
に
拠
る
。）、「
天
有
陰
陽
、
人
亦
有
陰
陽
。
天
地
之
陰
氣
起
、
而
人
之
陰
氣
應
之
而
起
。
人
之
陰
氣
起
、
而
天
地
之
陰
氣
亦
宜
應
之
而
起
。」（
蘇

輿
撰
『
新
編
諸
子
集
成

春
秋
繁
露
義
證
』
同
類
相
動
第
五
十
七
、
中
華
書
局
、
一
九
九
二
年
）、「
臣
謹
案
春
秋
之
中
、
視
前
世
已
行
之
事
、
以
觀
天
人
相

與
之
際
、
甚
可
畏
也
。
國
家
將
有
失
道
之
敗
、
而
天
迺
先
出
災
害
以
譴
告
之
、
不
知
自
省
、
又
出
怪
異
以
警
懼
之
、
尚
不
知
變
、
而
傷
敗
迺
至
。」（『
漢
書
』
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董
仲
舒
伝
）
と
あ
り
、
董
仲
舒
は
天
が
為
政
者
に
警
告
し
「
災
害
」
や
「
怪
異
」
を
降
す
と
す
る
。
ま
た
災
異
思
想
に
つ
い
て
は
、
金
谷
治
氏
「
董
仲
舒
の

天
人
相
関
思
想
―
自
然
観
の
展
開
と
し
て
―
」（『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集

上
巻

中
国
古
代
の
自
然
観
と
人
間
観
』
平
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）、
佐

野
誠
子
『
怪
を
志
す

六
朝
志
怪
の
誕
生
と
展
開
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
〇
年
）「
第
一
章

志
怪
の
文
脈
―
歴
史
書
の
拡
大
と
変
異
の
記
録
」

（
初
出
は
、「
五
行
志
と
志
怪
書
―
「
異
」
を
巡
る
視
点
の
相
違
」『
東
方
学
』
第
一
〇
四
輯
、
二
〇
〇
二
年
。）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11
『
十
三
経
注
疏
』
に
拠
る
。

12

今
昔
、
源
ノ
頼
光
ノ
朝
臣
ノ
美
濃
ノ
守
ニ
テ
有
ケ
ル
時
ニ
、

ノ
郡
ニ
入
テ
有
ケ
ル
ニ
、
夜
ル
侍
ニ
数
ノ
兵
共
集
リ
居
テ
、
万
ノ
物
語
ナ
ド
シ
ケ
ル

い
だ
け

ニ
、「
其
ノ
国
ニ
渡
ト
云
フ
所
ニ
、
産
女
有
ナ
リ
。
夜
ニ
成
テ
、
其
ノ
渡
為
ル
人
有
レ
バ
、
産
女
、
児
ヲ
哭
セ
テ
、「
此
レ
抱
〻
ケ
」
ト
云
ナ
ル
」
ナ
ド
云
フ

事
ヲ
云
出
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
一
人
有
テ
、「
只
今
、
其
ノ
渡
ニ
行
テ
渡
リ
ナ
ム
ヤ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
平
ノ
季
武
ト
云
者
ノ
有
テ
云
ク
、「
己
ハ
シ
モ
、
只
今
也
ト

え

わ
た
り
た
ま
は

モ
、
行
テ
渡
リ
ナ
ム
カ
シ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
異
者
共
有
テ
、「
千
人
ノ
軍
ニ
一
人
懸
合
テ
射
給
フ
事
ハ
有
ト
モ
、
只
今
其
ノ
渡
ヲ
バ
否
ヤ
不
渡
給
ザ
ラ
ム
」

え
わ
た
り
た
ま
は

ト
云
ケ
レ
バ
、
季
武
、「
糸
安
ク
行
テ
渡
リ
ナ
ム
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
此
ク
云
フ
者
共
、「
極
キ
事
侍
ト
モ
否
不
渡
給
ハ
ジ
」
ト
云
立
ニ
ケ
リ
。
季
武
モ
、
然
許

え
あ
ら
そ

や
ぐ
な
ひ

云
立
ニ
ケ
レ
バ
、
固
ク
諍
ケ
ル
程
ニ
、
此
ノ
諍
フ
者
共
ハ
十
人
許
有
ケ
レ
バ
、「
只
ニ
テ
ハ
否
不
諍
ハ
ジ
」
ト
云
テ
、
鎧
・
甲
、
弓
・
胡
録
、
吉
キ
馬
ニ
鞍

え
わ
た
ら

置
テ
、
打
出
ノ
大
刀
ナ
ド
ヲ
、
各
取
出
サ
ム
、
ト
懸
テ
ケ
リ
。
亦
、
季
武
モ
、「
若
シ
否
不
渡
ズ
ハ
、
然
許
ノ
物
ヲ
取
出
サ
ム
」
ト
契
テ
後
、
季
武
、「
然
ハ

一
定
カ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
此
ク
云
フ
者
共
、「
然
ラ
也
。
遅
シ
」
ト
励
マ
シ
ケ
レ
バ
、
季
武
、
鎧
・
甲
ヲ
着
、
弓
・
胡
録
ヲ
負
テ
、
従
者
モ
、

「
何

し
る
べ

つ
と
め
て
ゆ
き

デ
カ
可
知
キ
」
ト
。
季
武
ガ
云
ク
、「
此
ノ
負
タ
ル
胡
録
ノ
上
差
ノ
箭
ヲ
一
筋
、
河
ヨ
リ
彼
方
ニ
渡
テ
、
土
ニ
立
テ
返
ラ
ム
。
朝
行
テ
可
見
シ
」
ト
云
テ
行

お

く

ヌ
。
其
ノ
後
、
此
ノ
諍
フ
者
共
ノ
中
ニ
、
若
ク
勇
タ
ル
三
人
許
、
季
武
ガ
渡
ラ
ム
一
定
ヲ
見
ム
ト
思
テ
、
窃
ニ
走
リ
出
テ
、
季
武
ガ
馬
ノ
尻
ニ
不
送
レ
ジ
ト

走
リ
行
ケ
ル
ニ
、
既
ニ
季
武
、
其
ノ
渡
ニ
行
着
ヌ
。
九
月
ノ
下
ツ
暗
ノ
比
ナ
レ
バ
、
ツ
ヽ
暗
ナ
ル
ニ
、
季
武
、
河
ヲ
ザ
ブ
リ
〳
〵
ト
渡
ル
ナ
リ
。
既
ニ
彼
方

む
か
ば
き

ニ
渡
リ
着
ヌ
。
此
レ
等
ハ
、
河
ヨ
リ
彼
方
ノ
薄
ノ
中
ニ
隠
レ
居
テ
聞
ケ
バ
、
季
武
、
彼
方
ニ
渡
リ
着
テ
、
行
縢
走
リ
打
テ
、
箭
抜
テ
差
ニ
ヤ
有
ラ
ム
、
暫
許

い
だ
け
こ
れ
い
だ

こ
ゑ

有
テ
、
亦
取
テ
返
シ
テ
渡
リ
来
ナ
リ
。
其
ノ
度
聞
ケ
バ
、
河
中
ノ
程
ニ
テ
、
女
ノ
音
ニ
テ
季
武
ニ
現
ニ
、「
此
レ
抱
〻
ケ
」
ト
云
ナ
リ
。
亦
、
児
ノ
音
ニ

い
か
に
い
は
む

テ
、「
イ
ガ
〳
〵
」
ト
哭
ナ
リ
。
其
ノ
間
、
生
臭
キ
香
、
河
ヨ
リ
此
方
マ
デ
薫
ジ
タ
リ
。
三
人
有
ル
ダ
ニ
モ
、
頭
毛
太
リ
テ
怖
シ
キ
事
無
限
シ
。
何
況
ヤ
、

渡
ラ
ム
人
ヲ
思
フ
ニ
、
我
ガ
身
乍
モ
半
ハ
死
ヌ
ル
心
地
ス
。
然
テ
、
季
武
ガ
云
ナ
ル
様
、「
イ
デ
抱
カ
ム
、
己
」
ト
。
然
レ
バ
、
女
、「
此
レ
ハ
、
ク
ハ
」
ト

お
ふ
お

え
し
め

テ
取
ラ
ス
ナ
リ
。
季
武
、
袖
ノ
上
ニ
子
ヲ
受
取
テ
ケ
レ
バ
、
亦
、
女
追
〻
フ
、「
イ
デ
、
其
ノ
子
返
シ
令
得
ヨ
」ト
云
ナ
リ
。
季
武
、「
今
ハ
不
返
マ
ジ
、
己
」

く
む
が

ト
云
テ
、
河
ヨ
リ
此
方
ノ
陸
ニ
打
上
ヌ
。
然
テ
、
館
ニ
返
ヌ
レ
バ
、
此
レ
等
モ
尻
ニ
走
返
ヌ
。
季
武
、
馬
ヨ
リ
下
テ
、
内
ニ
入
テ
、
此
ノ
諍
ツ
ル
者
共
ニ
向

い
み
じ

テ
、「
其
達
極
ク
云
ツ
レ
ド
モ
、
此
ゾ

ノ
渡
ニ
行
テ
、
河
ヲ
渡
テ
行
テ
、
子
ヲ
サ
ヘ
取
テ
来
ル
」
ト
云
テ
、
右
ノ
袖
ヲ
披
タ
レ
バ
、
木
ノ
葉
ナ
ム
少

姑獲鳥と子育て幽霊（高戸）
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ゆ

か

シ
有
ケ
ル
。
其
ノ
後
、
此
ノ
窃
ニ
行
タ
リ
ツ
ル
三
人
ノ
者
共
、
渡
ノ
有
様
ヲ
語
ケ
ル
ニ
、
不
行
ヌ
者
共
、
半
ハ
死
ヌ
ル
心
地
ナ
ム
シ
ケ
ル
。
然
テ
、
約
束
ノ

と

ら

せ

マ
ヽ
ニ
、
懸
タ
リ
ケ
ル
者
共
皆
取
出
シ
タ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
季
武
不
取
ズ
シ
テ
、「
然
云
フ
許
也
。
然
許
ノ
事
不
為
ヌ
者
ヤ
ハ
有
ル
」
ト
云
テ
ナ
ム
、
懸
物
ハ

皆
返
シ
取
セ
ケ
ル
。
然
レ
バ
、
此
レ
ヲ
聞
ク
人
、
皆
季
武
ヲ
ゾ
讃
ケ
ル
。
此
ノ
産
女
ト
云
フ
ハ
、「
狐
ノ
、
人
謀
ラ
ム
ト
テ
為
ル
」
ト
云
フ
人
モ
有
リ
、
亦
、

う
ま

「
女
ノ
、
子
産
ム
ト
テ
死
タ
ル
ガ
、
霊
ニ
成
タ
ル
」
ト
云
フ
人
モ
有
リ
ト
ナ
ム
語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。（
森
正
人
校
注
『
今
昔
物
語
集
五

新
日
本
古
典
文

学
大
系
37
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
）

13

高
田
衛
編
・
校
注
『
江
戸
怪
談
集
（
上
）』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
九
年
）。

14

木
場
貴
俊
「
歴
史
的
産
物
と
し
て
の
「
妖
怪
」

ウ
ブ
メ
を
例
に
し
て
」（
小
松
和
彦
編
『〈
妖
怪
文
化
叢
書
〉
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造
―
絵
巻
・
草
紙

か
ら
マ
ン
ガ
・
ラ
ノ
ベ
ま
で
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
二
二
〇
〜
二
二
二
頁
、
参
照
。

15
『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
四
十
四
「
山
禽
類
」（
東
京
美
術
、
一
九
七
〇
年
）
に
拠
る
。

16

増
子
和
男
「
産
死
鬼
考
」（
増
子
氏
注
（
1
）
所
掲
書
、
二
五
五
・
二
五
六
頁
。
初
出
は
、「
産
死
鬼
考
―
ウ
ブ
メ
伝
説
の
構
成
要
素
と
し
て
」、
中
国
詩

文
研
究
会
『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
三
四
集
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

17

大
致
写
一
鬼
母
常
到
店
購
餅
（
或
糕
・

・
粥
）、
用
以
喂
養
其
死
後
産
下
的
嬰
児
。
日
久
被
人
発
現
、
乃
開
棺
抱
出
嬰
児
、
送
往
夫
家
撫
育
、
或
為
好

人
収
養
。（
祁
連
休
『
中
国
古
代
民
間
故
事
類
型
研
究

巻
中
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
、
六
五
四
・
六
五
五
頁
。
原
文
簡
体
字
。）

18

馮
惠
民
・
沈
錫
麟
點
校
『
唐
宋
資
料
筆
記
叢
刊

鐵
圍
山
叢
談
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
に
拠
る
。

19

李
鬱
林
佩
、
政
和
初
出
官
尉
芮
城
。
時
因
公
事
過
河
鎮
、
偶
監
鎮
。
夜
同
會
坐
數
人
、
相
與
共
徴
鬼
神
事
。
鎮
官
爲
言
。

20

余
談
な
が
ら
、
こ
の
話
は
翻
案
さ
れ『
伽
婢
子
』に「
幽
鬼
、
嬰
児
に
乳
す
」と
題
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
高
田
氏
注（
13
）所
掲『
江
戸
怪
談
集（
中
）』

参
照
。

21

李
鬱
林
者
聞
是
、
始
大
不
然
。
鎮
官
即
於
坐
、
命
左
右
索
其
獄
牘
來
。
視
之
廼
信
。
嗚
呼
、
亦
異
矣
。
夫
鬼
神
之
事
、
有
不
可
致
詰
者
。
漢
五
行
志
言
、

元
始
元
年
、
朔
方
女
子
病
死
、
斂
棺
積
六
日
、
而
出
棺
外
。
類
如
此
乎
。
後
三
十
一
年
、
時
當
癸
亥
夏
四
月
、
會
於
郡
齋
、
李
鬱
林
爲
吾
道
之
。
即
書
以
補

後
世
聽
訟
者
之
末
也
。

22

標
志
着
這
一
故
事
類
型
的
正
式
形
成
。
因
為
此
則
故
事
第
一
次
包
含
有
鬼
母
購
食
哺
子
和
開
棺
取
児
這
様
的
核
心
故
事
情
節
。
其
後
各
種
異
文
都
基
本
上

保
留
了
這
様
的
重
要
情
節
。（
祁
氏
注
（
17
）
所
掲
書
、
六
五
五
頁
。
原
文
簡
体
字
。）

23
『
叢
書
集
成
初
編
』
に
拠
る
。
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24

宣
城
經
戚
方
之
亂
、
郡
守
劉
龍
圖
被
害
、
郡
人
爲
立
祠
。
城
中
蹀
血
之
餘
、
往
往
多
丘
墟
。
民
家
婦
任
娠
未
産
而
死
、
瘞
廟
後
。
廟
旁
人
家
或
夜
見
草
間

燈
火
及
聞
兒
啼
、
久
之
、
近
街
餅
店
常
有
婦
人
抱
嬰
兒
來
買
餅
、
無
日
不
然
、
不
知
何
人
也
、
頗
疑
焉
。
嘗
伺
其
去
、
躡
以
行
、
至
廟
左
而
没
。
他
日
再
至
、

留
與
語
、
密
施
紅
線
綴
其
裾
、
復
隨
而
往
。
婦
覺
有
追
者
、
遺
其
子
而
隱
、
獨
紅
線
在
草
間
冢
上
。
因
收
此
兒
歸
、
訪
得
其
夫
家
、
告
之
故
、
共
發
冢
驗
視
、

婦
人
容
體
如
生
、
孕
已
空
矣
。
舉
而
火
化
之
。
自
育
其
子
、
聞
至
今
猶
存
。『
荊
山
編
』亦
有
一
事
、
小
異
。（「
夷
堅
丁
志
巻
第
二
」、
何
卓
点
校『
夷
堅
志
』

中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
初
版
、
二
〇
〇
六
年
第
二
版
）
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京
師
省
吏
侯
都
事
一
妾
懷
妊
、
未
及
産
而
死
、
葬
於
城
外
二
年
。
旁
近
居
人
、
數
見
一
婦
人
往
來
、
毎
歸
必
攜
一
餅
、
久
而
共
疑
其
事
、

跡
所
由
、
知

爲
侯
氏
妾
、
往
告
侯
生
。
侯
從
省
中
歸
、
適
與
相
遇
、
妾
闊
歩
而
走
。
侯
逐
之
、
相
去
十
餘
歩
、
不
能
及
。
出
城
訪
瘞
所
、
略
無
隙
罅
、
惘
惘
然
。
因
爲
守

冢
僧
言
之
。
僧
曰
、「
此
爲
業
翳
牽
纏
、
未
能
解
脱
、
當
擧
焚
其
骨
、
使
得
受
生
」。
會
寒
食
拜
掃
、
遂

其
藏
、
見
白
骨
已
朽
、
一
嬰
兒
坐
於
足
上
食
餅
。

衆
大
駭
、
視
此
兒
蓋
真
生
人
、
眉
目
可
愛
。
姨
媼
輩
抱
出
撫
翫
、
便
能
呼
父
母
爲
爹
爹
媽
媽
。
侯
無
子
、
以
爲
神
貺
、
鞠
養
之
甚
至
。
年
二
十
時
、
遭
建
炎

亂
離
、
隨
駕
南
渡
、
與
親
故
相
失
、
不
復
可
歸
。
入
省
隷
兵
籍
、
於
御
廚
爲
庖
者
、
後
以
隨
龍
恩
、
得
祇
事
德
壽
宮
。
識
之
者
目
爲
鬼
太
保
。
淳
煕
五
年
方

卒
。（「
夷
堅
志
補
巻
第
二
十
一
」、
注
（
24
）
所
掲
書
）
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注
（
13
）
高
田
氏
所
掲
書
に
拠
る
。

27

注
（
13
）
高
田
氏
所
掲
書
に
拠
る
。

姑獲鳥と子育て幽霊（高戸）
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